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海
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の
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性
に
関
す
る
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問
主
意
書 

 

岸
田
総
理
大
臣
は
、
第
二
百
七
回
臨
時
国
会
に
お
け
る
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
、
「
海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
日
本
を
周
回
す
る

『
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
』
を
三
年
程
度
で
完
成
さ
せ
ま
す
」
と
述
べ
た
。
確
か
に
、
日
本
中
、
津
々

浦
々
、
ど
こ
に
い
て
も
、
高
速
大
容
量
の
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
情
報

通
信
網
の
整
備
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
我
が
国
は
島
国
で
あ
り
、
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル

に
よ
る
情
報
通
信
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
我
が
国
の
国
際
通
信
の
九
十
九
％
は
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
て
お
り
、

衛
星
通
信
の
利
用
は
一
％
に
す
ぎ
な
い
。 

 

一
方
で
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
へ
の
攻
撃
に
対
す
る
防
護
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
沿
岸
地
域
に
お
い
て
は
事
故
な
ど
に
よ
る
損

傷
を
防
止
す
る
た
め
に
海
底
ケ
ー
ブ
ル
は
埋
設
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
深
海
に
お
い
て
は
特
段
の
防
御
は
講
じ
ら
れ
て
い
な

い
こ
と
が
大
半
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

攻
撃
に
弱
い
と
い
う
脆
弱
性
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
海
底
ケ
ー
ブ
ル
に
、
我
が
国
の
基
幹
的
な
情
報
通
信
が
依
存
す

る
こ
と
は
、
経
済
と
社
会
の
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

二 

最
悪
の
事
態
を
想
定
し
た
危
機
管
理
を
進
め
る
と
の
観
点
か
ら
、
陸
上
ケ
ー
ブ
ル
や
衛
星
通
信
な
ど
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
以



 

２ 

 

外
の
通
信
網
も
併
せ
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
へ
の
依
存
度
を
低
減
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
政

府
の
見
解
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


